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令
和
３
年
10
月
31
日
執
行
の
町
議
員
補
欠
選

挙
に
お
い
て
、
新
議
員
２
名
が
当
選
し
ま
し
た
。

●
町
官
製
談
合
事
案
へ
の
調
査
に
係
る   

　

第
三
者
委
員
会
設
置
条
例
の
制
定

　

・
制
定
理
由

　

第
三
者
委
員
会
に
よ
り
、
再
発
を
防
止

す
る
た
め
の
具
体
的
方
策
等
を
検
討
す
る

た
め
。

　

・
所
掌
事
務

　

町
長
の
諮
問
に
応
じ
、
調
査
・
審
議
し
、

そ
の
結
果
を
町
長
に
答
申
す
る
。

　
　

（１）　

不
正
事
案
の
事
実
関
係
そ
の
他
の
実
態

　
　
　
　

把
握

　
　

（２）　

再
発
防
止
に
係
る
具
体
的
方
策

　

・
委
員

　

弁
護
士
、
公
認
会
計
士
、
税
理
士
、
学

識
経
験
者
の
５
人
以
内
で
組
織
す
る
。

　

・
任
期

　

所
掌
事
務
の
業
務
が
終
了
す
る
迄
。

　
（
今
年
度
内
を
目
途
）

●
監
査
委
員
条
例
の
改
正

　
「
監
査
委
員
は
、
議
員
の
う
ち
か
ら
選
任

し
な
い
」
と
す
る
改
正
。（
こ
れ
ま
で
は
、

議
員
か
ら
１
名
、学
識
経
験
者
１
名
を
選
任
）

●
監
査
委
員
の
選
任

　
　

・
出　

月　

清　

彦　

氏
（
市
川
大
門
）

　
　

・
原　

間　

俊　

彦　

氏
（
上　
　

野
）

令
和
３
年
第
２
回　

臨
時
会

令
和
３
年
第
２
回　

臨
時
会

　

村
松
武
人
議
員
よ
り
11
月
15
日
付
で
辞
職
願

が
議
長
あ
て
に
提
出
さ
れ
、
受
理
さ
れ
ま
し
た
。

む
ら
ま
つ
た
け
ひ
と

　

こ
の
た
び
市
川
三
郷
町
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
18
年
余
に
亘
る
議
員
経
験
を
活
か

し
、
町
政
の
再
生
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
の
町
に
住
ん
で
い
る
皆
様
が
地
域
を
愛
し
、

地
域
を
誇
り
、
そ
し
て
地
域
に
暮
ら
す
意
義
を

実
感
で
き
る
「
住
み
心
地
の
良
い
町
」
日
本
一

を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
守
っ
て
き
た
少
人
数
教
育
を
さ
ら

に
進
化
さ
せ
一
歩
先
行
く
人
材
育
成
を
推
進
し

ま
す
。

　

ま
た
、
中
部
横
断
道
開
通
を
契
機
と
し
て
六

郷
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
開
発
、
伝
統
・
地
場
産
業

の
振
興
に
力
を
入
れ
て
今
後
の
政
策
に
反
映
し

て
い
き
ま
す
。　

　

議
会
と
の
両
輪
体
制
を
構
築
し
、
説
明
の
機

会
を
拡
充
、
真
摯
な
議
論
を
交
わ
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

遠
藤
新
町
政
ス
タ
ー
ト

遠
藤
新
町
政
ス
タ
ー
ト

・昭和 28 年２月 14 日生
・市川三郷町高田
・農業

・昭和 29 年 12 月４日生
・市川三郷町落居
・会社員

新
議
員
紹
介

新　

津　

千　

吉

一
ノ
瀬　

幸　

人

に
い　
　

 

つ　
　

せ
ん　
　

き
ち

い
ち
の

せ　
　

ゆ
き　
　

と

遠藤　浩　町長

11
月
22
日
開
催

い
で　
　

つ
き　
　

き
よ　
　

ひ
こ

は
ら　
　
　
ま　
　

と
し　
　

ひ
こ

いちかわみさと議会だより3

・国庫支出金　　　　　２億９３６０万円
　　（うち新型コロナ対応地方創生臨時交付金
　　　　　　　　　　　　　　　　１億７５７７万円）

・財産収入　　　　　　　　１２００万円
　　（if センター前道路拡幅に伴う県への町有地売却）

・繰入金　　　　　　△１億６３６３万円
　　（うち財政調整基金繰入金　△１億６５１９万円）

・諸収入（公共工事補償金等）　　　５０１万円
・県支出金（県補助金）　　　　　１９７万円

歳出の主な補正の内訳歳入の主な補正の内訳

令和３年　12 月定例会令和３年　12 月定例会令和３年　12 月定例会
令和３年度の補正予算、条例制定・改正など21議案を審議し、原案のとおり承認・可決しました。

・官製談合事案調査第三者委員報酬　４８万円
・子育て世帯への臨時特別給付金
　　　　　　　　　　　　　　　９８００万円
・まん延防止事業重点措置休業等要請
　協力応援金　　　　　　　　　１１７５万円
・新型コロナワクチン接種事業費　２２８万円
・国民健康保険特別会計繰出金　　２１１万円
・高田農業用ポンプ修理代　　　　２５０万円
・町道篭鼻川浦線標識設置工事費　８９２万円
・ 　〃　　　下水道施設等補償費
　　　　　　　　　　　　　　　　３８８万円
・生涯学習センター境界構造物撤去工事費
　　　　　　　　　　　　　　　　２４２万円

●手数料条例の一部改正

●印鑑条例の一部改正
　・個人番号通知カードの再発行を廃止する。
　・個人番号カードを利用して、コンビニ設
　　置の端末機で住民票または印鑑証明書を
　　交付するサービスを開始する。
　・施行日は令和４年3月１日。

●国民健康保険条例の一部改正
　・出産一時金の支給額を４０万４０００円
　　から４０万８０００円に引上げる。
　・施行日は令和４年1月１日。

●国民健康保険税条例の一部改正
　・全世帯対応型の社会保障制度を構築する
　　ための健康保険法等の改正に伴う改正。
　・国民健康保険税の未就学児均等割りを５
　　割減額する規定を追加。
　・施行日は令和４年４月１日。

＊繰入金…会計の収入不足を補うために、他の会計や積立金（基金）から充てられる資金。
＊繰出金…主に一般会計から特別会計に対して、不足を補うために支出する資金。
＊金額の△表示は予算の減額。

12月 2日～14日開催

令和３年度　一般会計補正予算
歳入歳出補正額　＋１億５０５５万円　　補正後総額　　１００億５１３６万円

（万円未満は四捨五入）

 条例制定　（１件）
●副町長の定数を定める条例の制定
　・副町長を設置するため（定数１）。
　・併せて、副町長を置かないことの条例を
　　廃止する。
　・施行日は令和４年４月１日。

 条例改正　（７件）
●町職員給与条例の一部改正
●町長、教育長の給与及び旅費条例の一部改正
　・人事院及び県人事委員会勧告に伴い、期
　　末手当の支給率を減額する。
●特別職報酬等審議会条例の一部改正
　・新たに設置する副町長の給料の額を審議
　　するため。
　・施行日は令和４年４月１日。
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質疑の一部を
要旨のみ掲載します

副
町
長
の
定
数
を
定
め
る
条
例

制
定

問　

財
政
的
に
副
町
長
を
置
く

余
裕
が
あ
る
の
か
。

町
長　

財
政
的
に
は
余
裕
は
な

い
が
、
組
織
の
機
構
改
革
や
財

政
再
建
に
、
外
部
人
材
と
し
て

副
町
長
の
登
用
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。

問　

職
員
の
中
に
も
有
能
な
人

材
が
い
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

町
長
に
権
限
が
集
中
す

る
の
で
、
外
部
の
厳
し
い
目
線

が
必
要
で
あ
る
。

財
産
収
入

問

土
地
売
払
収
入
の
詳
細

は
。

海
沼
財
政
課
長　

生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
前
県
道
拡
幅
事
業
の
た

め
、
町
有
地
の
一
部
を
㎡
単
価

３
万
円
で
、
４
０
０
㎡
を
県
に

売
却
す
る
こ
と
に
よ
る
収
入
で

あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
費

問　

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は

望
月
い
き
い
き
健
康
課
長

12
歳

以
上
の
対
象
者
１
４
，
３
８
６

人
に
対
し
、
11
月
28
日
現
在
で

接
種
率
86
．７
％
で
あ
る
。

問

10
代
・
20
代
の
若
年
層
の

ワ
ク
チ
ン
未
接
種
者
へ
の
接
種

勧
奨
は
。

い
き
い
き
健
康
課
長　

本
町
は

若
年
層
の
接
種
率
は
比
較
的
高

い
が
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
よ
り
積
極
的
に
啓
発
し
て

い
く
。

＊
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
西
八
代

特
別
会
計

問　

管
内
に
も
同
様
な
業
務
を

実
施
し
て
い
る
事
業
所
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
統
合
等
も
視
野
に

取
組
み
を
し
た
ら
ど
う
か
。

櫻
井
福
祉
支
援
課
長　

訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
西
八
代
の
経

営
そ
の
も
の
は
悪
く
な
い
が
、

新
た
な
発
想
と
し
て
取
り
入
れ

て
い
き
た
い
。

総
務
厚
生
常
任
委
員
会
開催日
12/3

報告報告

総務厚 生
常任委員会

◇所管：政策秘書課、総務課、財政課、町民課、税務課、いきいき健康課
　　　　福祉支援課、保育課、出納室、三珠支所、六郷支所、議会事務局

◎委員長　〇副委員長

新津　千吉　○齋藤　美佐　    髙尾　貫　    ◎丹澤　孝　  笠井　雄一　   一瀬　正
にい つ　　 せんきち さいとう　 み　さ たか お　　とおる たんざわ たかし かさ い　 ゆういち いちのせ　 ただし

＊
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
西
八
代

・
介
護
保
険
制
度
の
ス
タ
ー
ト
に
伴
い
、

西
八
代
管
内
町
村
（
旧
西
八
代
郡
）
の

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
格
差
解
消
を
目

的
に
設
置
さ
れ
た
。

・
病
気
や
障
が
い
を
持
っ
た
人
、
看
護
を

要
す
る
人
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
や
ご

家
庭
で
そ
の
人
ら
し
く
療
養
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
、
利
用
者
の
居
宅
へ
訪
問

し
看
護
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
る
。

・
経
営
状
況
と
し
て
は
、
一
般
財
源
か
ら

の
繰
入
れ
は
行
わ
ず
、
比
較
的
安
定
し

た
経
営
状
況
で
あ
る
。

・
拠
点
は
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
い
ち
か
わ
内
。

いちかわみさと議会だより５

＊
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン　
「
市
川
三
郷
町
総
合
計
画
」
に
基
づ
い
て
、「
土
地
利
用
・
交
通
・
観
光
・

生
活
環
境
」
な
ど
、将
来
の
ま
ち
づ
く
り
分
野
の
総
合
的
な
指
針
を
示
す
計
画
。
平
成
22
年
度
（
２
０
１
０
年
）

か
ら
概
ね
20
年
間
を
対
象
と
し
て
策
定
し
た
も
の
。
中
間
見
直
し
と
し
て
県
の
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な

が
ら
、
令
和
４
年
度
か
ら
２
ヵ
年
を
か
け
て
の
改
訂
を
予
定
し
て
い
る
。

＊
畑
か
ん　

干
ば
つ
等
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
を

防
ぐ
た
め
、
笛
吹
川
上
流
の
廣
瀬
ダ
ム
か
ら
取
水
し

た
水
を
、
用
水
路
を
通
じ
て
笛
吹
川
沿
岸
の
受
益
地

の
畑
地
帯
に
送
水
す
る
事
業
。

常任委員会常任委員会
農
業
振
興
費

問　

す
も
も
産
地
競
争
力
強
化
支

援
事
業
費
補
助
金
の
趣
旨
は
。

望
月
農
林
課
長　

輸
入
す
も
も
に

対
抗
す
る
高
品
質
化
の
た
め
の
も

の
で
あ
る
。
県
の
制
度
で
あ
り
、

Ｊ
Ａ
を
通
し
て
受
付
け
る
。

町
道
篭
鼻
川
浦
線
（
三
珠
）
工
事
費

問

20
年
越
し
に
こ
の
春
開
通
予

定
だ
が
、
総
事
業
費
と
財
源
割
合

は
。
ま
た
、
道
路
沿
い
の
農
業
振

興
地
域
の
農
用
地
区
域
除
外
の
計

画
は
あ
る
か
。

渡
辺
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

総

額
で
約
13
億
１
３
０
０
万
円
。
財

源
は
国
か
ら
38
％
、町
債
で
53
％
、

一
般
財
源
が
９
％
で
あ
る
。

　

農
用
地
区
域
除
外
は
、
来
年
度

の
＊
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
改
訂
時
に
用
途
地
域
等
の
見
直

し
と
併
せ
検
討
す
る
。

土
木
費

問

波
場
公
園
（
大
塚
）
付
近
に
住

宅
地
の
希
望
が
多
い
が
、
整
備
を

し
て
は
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
時
に
検
討

す
る
。

問　

上
野
保
育
所
に
通
じ
る
道
路

は
朝
夕
の
送
迎
時
に
混
雑
し
て
い

る
。狭
あ
い
道
路
の
拡
幅
予
定
は
。

立
川
土
木
整
備
課
長　

令
和
４
年

度
に
計
画
し
て
い
る
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
管
理
費

問　

境
界
構
造
物
撤
去
工
事
費
と
は
。

森
川
生
涯
学
習
課
長　

セ
ン
タ
ー

前
の
県
道
が
令
和
５
年
度
に
か

け
、
５
０
０
ｍ
に
わ
た
り
幅
員
12

ｍ
に
拡
幅
さ
れ
る
。
出
入
り
口
の

後
退
に
際
し
て
の
構
造
物
の
撤
去

を
、
県
の
補
償
金
を
充
て
行
う
。

廣
瀬
ダ
ム
共
同
事
業
者
負
担
金
関
連

問
「
＊
畑
か
ん
（
畑
地
か
ん
が
い

用
水
）」
を
、
非
加
入
者
が
勝
手
に

利
用
す
る
例
が
あ
る
よ
う
だ
が
。

農
林
課
長　

畑
か
ん
施
設
に
は
加

入
者
専
用
と
表
示
し
て
い
る
。
無

断
使
用
の
情
報
が
あ
れ
ば
直
接
指

導
す
る
。

町
長　

加
入
者
ス
テ
ッ
カ
ー
提
示

の
周
知
な
ど
、対
応
を
検
討
す
る
。

み
た
ま
の
湯
温
泉
事
業

問　

百
万
円
以
下
の
修
繕
は
指
定

管
理
者
の
負
担
で
は
な
い
の
か
。

塩
沢
商
工
観
光
課
長　

７
月
13
日

夕
刻
に
源
泉
ポ
ン
プ
制
御
盤
が
落

雷
の
被
害
に
あ
っ
た
。
不
可
抗
力

に
よ
る
被
害
対
応
は
町
の
負
担
と

な
る
。
近
く
に
避
雷
針
は
あ
っ
た

が
落
雷
し
た
。

教
育
土
木
常
任
委
員
会
開催日
12/7

教 育 土 木
常任委員会

◇所管：防災課、農林課、商工観光課、生活環境課、土木整備課、
　　　　まちづくり推進課、教育総務課、生涯学習課

一ノ瀬幸人 秋山　豊彦　○笠井辰生 ◎有泉　希 小川　好一 松野　清貴 三神　貞雄
いち の せ ゆきと あきやま　　とよひこ かさ い たつ お ありいずみ たかし お がわ　　よしかず まつ の　 きよたか み かみ　 さだ お

◎委員長　〇副委員長
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一
般
質
問

《
質
問
項
目
》

１
．
和
紙
、
は
ん
こ
、
花
火

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
関

す
る
振
興
戦
略
は

２
．
広
島
原
爆
記
念
式
典
へ

の
小
中
学
生
派
遣
な
ど
の

平
和
事
業
へ
の
取
組
み
方

針
は

３
．
町
図
書
館
の
蔵
書
数
増

加
な
ど
へ
の
改
善
策
は

４
．
清
潔
な
町
行
政
運
営
へ

の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
改
善
の

た
め
の
機
構
改
革
へ
の
方

針
は

５
．
町
独
自
の
弱
者
救
済
の

諸
施
策
の
展
開
へ
の
方
針

は
６
．
休
耕
田
や
空
き
地
の
除

草
が
困
難
な
地
主
へ
の
支

援
策
は

７
．
地
域
住
民
の
高
齢
化
に

伴
い
草
刈
り
等
の
河
川
管

理
が
困
難
な
地
区
へ
の
支

援
策
は

《
質
疑
概
要
》

問　

和
紙
、
は
ん
こ
、
花
火

の
振
興
に
関
す
る
戦
略
は
。

町
長　

就
任
挨
拶
時
に
知
事
、

山
梨
大
学
長
な
ど
に
和
紙
名

刺
や
落
款
印
な
ど
を
紹
介
し
、

活
用
し
て
頂
い
て
い
る
。
ま

た
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
氏
の
来

庁
時
に
は
は
ん
こ
を
活
用
し

た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
提
案
を

受
け
た
。
こ
の
様
に
折
に
触

れ
地
場
産
品
の
紹
介
を
し
て

い
く
。

　

他
団
体
と
の
事
業
連
携
な

ど
の
具
体
策
は
、
令
和
４
年

度
予
算
に
政
策
と
し
て
反
映

し
て
い
く
。

問　

平
和
事
業
へ
の
取
組
み

方
針
は
。

町
長　

本
町
は
平
成
18
年
４

月
に
「
核
兵
器
廃
絶
平
和
宣

言
」
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
広
島
平
和
記
念
式
典
へ
の

小
中
学
生
の
派
遣
は
継
続
し
、

核
兵
器
廃
絶
と
平
和
の
大
切

さ
を
伝
え
て
い
く
。

問　

町
図
書
館
の
魅
力
を
高

め
る
工
夫
を
。

町
長　

令
和
２
年
１
月
に
開

館
し
た
町
立
図
書
館
は
旧
施

設
の
約
４
．
３
倍
の
広
さ
で

あ
り
、
人
・
ま
ち
・
社
会
を

育
む
情
報
拠
点
を
目
指
し
て

い
る
。

　

蔵
書
数
は
従
来
の
約
７
万

冊
に
対
し
、
約
12
万
冊
ま
で

保
有
が
可
能
で
あ
り
、
計
画

的
・
段
階
的
に
増
や
し
て
い

く
。

　

レ
イ
ア
ウ
ト
の
工
夫
や
本

の
検
索
シ
ス
テ
ム
導
入
な
ど

利
便
性
向
上
を
図
っ
て
お
り
、

今
後
も
利
用
し
や
す
く
快
適

で
魅
力
的
な
図
書
館
と
な
る

様
努
め
る
。

問　

不
祥
事
を
防
止
す
る
た

め
の
機
構
改
革
の
方
針
は
。

町
長　

第
三
者
委
員
会
を
設

置
し
再
発
防
止
策
を
検
討
す

る
。
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
改
善
・

強
化
を
図
り
、
行
政
の
ク
リ
ー

ン
化
に
よ
り
町
民
の
信
頼
回

復
に
取
組
む
。

問　

現
在
の
町
民
支
援
施
策

へ
の
対
応
は
。

町
長　

18
歳
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
は
、
事
業
趣
旨
を
踏

ま
え
た
必
要
性
を
検
討
す
る
。

　

中
学
３
年
生
ま
で
の
給
食

費
無
料
化
は
、
引
続
き
支
援

で
き
る
様
検
討
す
る
。

問　

休
耕
田
や
空
き
地
の
除

草
へ
の
支
援
策
は
。

町
長　

雑
草
関
連
は
、
田
畑

は
農
林
課
、
空
き
地
は
生
活

環
境
課
及
び
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
が
現
地
確
認
、
訪
問
等

で
除
草
依
頼
や
指
導
を
し
て

い
る
。
所
有
者
の
事
情
を
理

解
し
な
が
ら
相
談
・
助
言
に

努
め
て
い
る
。

問　

高
齢
化
に
伴
い
河
川
管

理
が
困
難
な
地
区
へ
の
支
援

策
は
。

町
長　

河
川
区
域
内
の
除
草

は
、
堤
防
の
決
壊
等
の
危
険

性
が
あ
る
箇
所
は
河
川
管
理

者
が
行
っ
て
い
る
。
区
域
内

で
も
水
が
流
れ
る
部
分
は
除

草
作
業
は
行
っ
て
い
な
い
。

草
刈
り
等
を
含
む
河
川
管
理

は
地
域
と
の
共
同
で
行
っ
て

い
き
た
い
。

　一瀬　正 議員

和紙、はんこ、花火などの
　　　　トップセールスによる振興戦略は
ーー他団体との事業連携などの取組みを
　　　　　具体化していくーー いちのせ ただし

令和４年２月１日発行　第66号 ６

＊「
あ
っ
た
ら
い
い
な
を
作
る
会
議
」

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
、
福
祉
・
保
健
関
係

者
、
介
護
事
業
所
、
各
種
団
体
、
行
政
な
ど
、

様
々
な
構
成
員
の
参
加
に
基
づ
き
、
平
成
28

年
７
月
に
設
置
さ
れ
た
協
議
体
。

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
調
査
、
男

性
の
居
場
所
づ
く
り
、
生
活
支
援
活
動
の
立

上
げ
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
般
質
問

《
質
問
項
目
》

１
市
川
三
郷
町
を
ど
の
よ
う

に
推
し
進
め
て
い
く
の
か

２
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
と
総
合
計
画
と
の
整
合
性

は
３
市
川
大
門
地
区
の
都
市
計

画
道
路
の
整
備
計
画
は

４
市
川
三
郷
病
院
に
つ
い
て

５
外
部
人
材
を
活
用
し
た
ク

リ
ー
ン
な
行
政
運
営
に
つ
い

て

《
質
疑
概
要
》

問

遠
藤
町
長
が
描
く
町
の
将

来
像
は
。

町
長　

新
し
い
地
域
経
営
な

ど
、
施
政
方
針
に
則
り
「
住
み

心
地
の
良
い
町
」
日
本
一
を
目

指
す
。

問　

財
政
運
営
の
改
善
に
ど
う

取
組
む
か
。

町
長　

新
年
度
当
初
予
算
編
成

時
に
事
務
事
業
を
見
直
し
、
経

常
経
費
削
減
に
取
組
む
。
個
人

対
象
の
給
付
事
業
は
そ
の
効
果

を
検
証
し
、
公
共
支
援
型
に
転

換
を
図
る
。

問　

法
令
順
守
意
識
な
ど
職
員

の
育
成
の
あ
り
方
は
。

一
瀬
総
務
課
長　

人
材
育
成
基

本
方
針
を
磨
き
上
げ
、
他
町
に

負
け
な
い
人
材
を
育
て
た
い
。

問　

県
や
他
市
町
と
の
職
員
人

事
交
流
が
過
去
に
は
あ
っ
た

が
。

町
長　

今
後
反
映
さ
せ
た
い
。

問　

機
構
改
革
で
職
員
削
減

は
。

町
長　

機
構
改
革
は
人
員
整
理

で
は
な
い
。
機
械
化
な
ど
具
体

的
な
事
例
を
今
後
早
期
に
示
し

た
い
。

問　

買
物
困
難
者
の
増
加
の
受

け
止
め
と
対
策
は
。

町
長

＊「
あ
っ
た
ら
い
い
な

を
作
る
会
議
」
で
の
課
題
抽
出

と
検
討
を
踏
ま
え
、「
こ
ま
り

ご
と
手
つ
だ
い
隊
」
を
立
上
げ

て
い
る
。

問　

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
に
買
物
困
難
者
対
策
を
明
記

し
て
取
組
み
の
ア
ピ
ー
ル
を
。

町
長　

住
民
同
士
の
支
え
合
い

の
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。
そ

の
動
向
を
見
極
め
て
判
断
す

る
。

問　

役
場
前
道
路
か
ら
市
川
大

門
南
線
通
り
ま
で
の
整
備
計
画

の
現
状
は
。

町
長　

同
計
画
は
白
紙
に
戻
さ

れ
た
が
、
重
点
整
備
路
線
と
の

位
置
付
け
は
変
わ
ら
な
い
。
必

要
な
事
業
費
は
約
15
億
円
と
見

込
ま
れ
る
。
来
年
度
の
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
見
直
し
に

お
い
て
整
備
方
針
を
示
し
た
い
。

問　

狭
あ
い
道
路
や
袋
小
路
の

整
備
方
針
は
。

町
長　

狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備

に
関
す
る
要
綱
に
則
り
改
善
に

努
め
て
い
る
。
今
後
も
整
備
を

進
め
る
。

問　

市
川
三
郷
病
院
の
建
替
え

へ
の
考
え
は
。

町
長　

富
士
川
病
院
と
は
役
割

を
分
担
し
て
、
市
川
三
郷
病
院

の
存
続
と
建
替
え
を
推
進
す

る
。

問　

外
部
人
材
の
活
用
・
配
置

の
基
準
は
。

町
長　

監
査
委
員
や
第
三
者
委

員
会
と
同
様
、
客
観
性
や
新
た

な
発
想
、
知
識
・
知
恵
に
期
待

す
る
。

髙尾　貫 議員

遠藤町長の目指す町の将来像は
ーー「住み心地の良い町」日本一を目指すーー

たか お とおる

顔
写
真
は
年
１
回
の
掲
載
で
す
。
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一
般
質
問

＊
町
議
会
基
本
条
例

○
平
成
25
年
10
月
施
行

○
構
成

前
文

第
１
章　

総
則

第
２
章　

議
会
及
び
議
員
の
責
務
及
び
活
動

原
則

第
３
章　

議
会
と
町
民
の
関
係

第
４
章　

議
会
と
町
長
執
行
機
関
の
関
係

第
５
章　

議
会
運
営
及
び
議
会
機
能

第
６
章　

議
会
及
び
議
会
事
務
局
の
体
制

第
７
章　

議
員
の
定
数
、
議
員
報
酬
等
及
び

政
治
倫
理

第
41
条　

議
員
は
、
町
民
全
体
の
代
表
者

と
し
て
政
治
倫
理
を
常
に
自
覚

し
、
自
己
の
地
位
に
基
づ
く
影

響
力
を
不
正
に
行
使
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
町
民
の
疑
惑
を
招

く
こ
と
の
な
い
よ
う
行
動
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

２　

議
員
は
、
地
域
行
事
等
の
参
加

負
担
及
び
寄
附
等
の
行
為
に
つ

い
て
は
、
公
職
選
挙
法
の
規
定

に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　

第
８
章　

最
高
規
範
性
及
び
見
直
し
手
続

《
質
問
項
目
》

１
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
提
案

（１）

町
長
に
求
め
ら
れ
る

　

政
治
倫
理
は

２
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
の
策

定
提
案

（１）

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
の

　

策
定
を

（２）

同
プ
ラ
ン
策
定
の
ポ
イ

　

ン
ト
は

（３）

任
期
末
迄
の
具
体
的
目

　

標
を

《
質
疑
概
要
》

問　

町
長
の
政
治
倫
理
姿
勢

は
。

町
長　

法
的
、
社
会
的
、
道
義

的
責
任
を
欠
か
さ
ず
、
善
管
注

意
義
務
を
怠
ら
ず
に
身
を
正

し
、
謙
虚
な
姿
勢
で
町
政
運
営

に
努
め
た
い
。　
　
　
　
　
　

　

現
在
の
＊
町
議
会
基
本
条
例

に
は
「
政
治
倫
理
」
の
条
項
が

あ
る
。
議
会
基
本
条
例
の
改
正

な
ど
か
ら
、
議
会
で
議
論
さ
れ

る
こ
と
を
望
む
。

　

ま
た
、
今
回
第
三
者
委
員
会

の
報
告
を
当
町
の
知
的
財
産
に

し
た
い
。
口
利
き
や
政
治
倫
理

に
関
す
る
提
言
も
含
め
検
討
し

て
頂
く
。

問　

第
三
者
委
員
会
の
委
員
選

考
と
会
議
開
催
の
進
捗
は
。

井
上
政
策
秘
書
課
長　

弁
護

士
、
公
認
会
計
士
、
山
梨
大
学

理
事
ら
に
依
頼
済
で
、
12
月
８

日
に
初
回
会
議
を
開
催
す
る
。

問　

県
内
で
政
治
倫
理
条
例
が

制
定
さ
れ
て
い
る
市
町
村
は
。

一
瀬
総
務
課
長　

大
月
市
と
上

野
原
市
、
富
士
川
町
に
は
「
政

治
倫
理
条
例
」
が
、
甲
州
市
、

甲
府
市
、
山
梨
市
、
中
央
市
、

韮
崎
市
に
は「
政
治
倫
理
規
定
」

が
あ
る
。
対
象
に
町
長
を
含
む

の
は
富
士
川
町
の
み
で
あ
る
。

問　

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
策
定

の
考
え
は
。

町
長　

ま
ず
実
質
単
年
度
収
支

の
４
年
連
続
赤
字
を
解
消
し
、

１
年
ご
と
黒
字
を
積
み
重
ね

る
。
新
年
度
当
初
予
算
編
成
に

て
重
点
課
題
を
踏
ま
え
た
事
務

事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
経
常

経
費
の
削
減
な
ど
財
政
健
全
化

に
取
組
む
。
現
在
の
財
政
状
況

を
的
確
に
把
握
し
、
限
ら
れ
た

財
源
で
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ

る
よ
う
進
め
る
。

　

新
年
度
か
ら
機
構
改
革
を
進

め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
り
な
が
ら
行
財
政
改
革
に
取

組
む
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
で
進
め

た
い
。

問　

今
後
町
民
の
負
担
増
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
現
状
説
明

や
町
の
取
組
み
へ
の
理
解
を
ど

の
よ
う
に
求
め
る
の
か
。

町
長　

ま
ず
議
会
に
示
し
、
そ

の
議
論
を
も
っ
て
ご
理
解
い
た

だ
く
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
な
る

べ
く
壊
さ
ず
に
進
め
た
い
。
個

別
支
援
型
か
ら
公
共
性
の
高
い

も
の
へ
集
中
投
資
し
て
行
く
。

問　

黒
字
化
、
機
構
改
革
に
あ

た
り
、
現
在
の
「
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」
等
、
町
の
施

設
統
廃
合
の
計
画
へ
の
影
響

は
。

町
長　

将
来
的
に
は
、
影
響
に

つ
い
て
も
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
行
財
政
改
革
、

機
構
改
革
の
検
討
事
項
と
し
て

考
え
る
。

　笠井　辰生 議員

財政健全化プランを策定して実行を
ーー黒字をまず積み重ね、
　　　　機構改革と行財政改革に取組むーー

かさ い　 たつ お

令和４年２月１日発行　第66号 ８

一
般
質
問

＊
県
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
の
概
要

○
県
内
の
家
庭
ご
み
処
理
施
設
を
３
ブ

ロ
ッ
ク
に
集
約
す
る

Ａ
：
峡
北
・
中
巨
摩
・
峡
南
地
域

Ｂ
：
郡
内
地
域

Ｃ
：
甲
府
・
峡
東
地
域
（
稼
働
済
み
）

○
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
の
概
要

・
参
加
11
市
町
で
「
山
梨
西
部
広
域
環
境

組
合
」
を
令
和
２
年
２
月
設
立
。

・
建
設
地
は
、
中
央
市
浅
利
地
区
。

・
稼
働
予
定
は
、
令
和
13
（
２
０
３
１
）

年
４
月
。

《
質
問
項
目
》

１
．＊
広
域
ご
み
処
理
施
設
建

設
に
関
す
る「
連
絡
協
議
会
」

設
置
に
つ
い
て

２
．
町
の
歴
史
、文
化
の
維
持
・

整
備
に
関
す
る
基
本
的
考
え

方
に
つ
い
て

３
．
市
川
大
門
中
央
通
り
の

一
方
通
行
制
限
時
間
の
見
直

し
に
つ
い
て

《
質
疑
概
要
》

問　

広
域
ご
み
処
理
施
設
の
建

設
地
に
隣
接
す
る
大
塚
地
区
で

は
、
施
設
建
設
に
伴
う
様
々
な

影
響
を
心
配
し
、
対
応
策
を
要

望
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　

　

対
策
へ
の
具
体
的
取
組
み
を

協
議
す
る
場
と
し
て
、
町
・
山

梨
西
部
広
域
環
境
組
合
・
大
塚

地
区
農
業
団
体
な
ど
で
構
成
す

る
「
連
絡
協
議
会
」
を
設
置
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

町
長　

大
塚
地
区
の
危
機
感
は

理
解
し
て
い
る
。　
　
　
　
　

　

地
元
要
望
事
項
は
、
施
設
の

安
全
性
・
処
理
場
に
お
け
る
排

水
対
策
・
豪
雨
時
の
浸
水
対
策
・

周
辺
の
交
通
対
策
・
環
境
対
策

な
ど
多
岐
に
亘
る
。
町
全
体
の

要
望
と
し
て
位
置
づ
け
、
環
境

組
合
、
県
関
係
機
関
と
協
議
を

進
め
る
中
で
十
分
な
対
策
・
対

応
を
求
め
て
い
く
。　
　
　
　

　

連
絡
協
議
会
の
設
立
に
つ
い

て
は
、
地
元
団
体
な
ど
と
十
分

協
議
し
検
討
し
て
い
く
。

問　

町
の
豊
か
な
歴
史
・
文
化

の
維
持
・
管
理
の
た
め
に
は
歴

史
資
料
館
の
整
備
や
学
芸
員
の

配
置
が
必
要
で
あ
る
。　
　
　

　

ま
た
、
当
面
は
既
存
施
設
を

活
用
し
て
、
常
設
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
設
置
の
検
討
を
。

町
長　

町
第
２
次
総
合
計
画
で

は
、
将
来
像
の
基
本
的
考
え
方

の
ひ
と
つ
に
「
誇
れ
る
ま
ち
」

と
し
て
「
文
化
や
歴
史
を
守
る

ま
ち
づ
く
り
」を
掲
げ
て
い
る
。

こ
の
目
的
に
沿
っ
た
施
策
に
取

組
む
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

学
芸
員
の
任
務
は
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
当
面

は
町
の
民
間
有
志
の
協
力
を
得

て
文
化
財
の
収
集
・
維
持
・
管

理
事
業
を
進
め
て
い
く
。

問　

貴
重
な
文
化
財
が
町
に
寄

贈
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
概

要
は
。

森
川
生
涯
学
習
課
長　

幕
末
の

１
８
６
０
（
万
延
元
）
年
に
遣

米
使
節
団
の
一
員
と
し
て
世
界

一
周
し
た
市
川
代
官
所
典
医
の

広
瀬
保
庵
が
、
帰
国
後
木
版
画

で
作
製
し
た「
環
海
航
路
新
図
」

と
い
う
世
界
地
図
が
南
ア
ル
プ

ス
市
の
方
か
ら
町
に
寄
贈
さ
れ

た
。
日
本
人
公
式
の
世
界
周
航

を
記
録
し
た
貴
重
な
地
図
で
あ

り
、町
の
文
化
財
と
し
て
展
示
・

管
理
し
て
い
く
。

問　

市
川
大
門
中
央
通
り
は
朝

７
時
か
ら
夜
10
時
ま
で
一
方
通

行
で
あ
る
。
現
在
の
夜
の
制
限

時
間
を
夜
８
時
ま
で
に
短
縮
す

る
検
討
を
。

町
長　

中
央
通
り
は
登
下
校
な

ど
多
く
の
歩
行
者
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。
解
除
は
安
全
性
の
低

下
に
つ
な
が
る
た
め
一
方
通
行

を
継
続
し
た
い
。　
　
　
　
　

　

制
限
時
間
の
短
縮
に
つ
い
て

は
、
周
辺
道
路
の
環
境
整
備
後

に
安
全
性
を
確
認
し
検
討
す

る
。

問　

中
央
通
り
の
逆
走
防
止
の

た
め
、
道
路
面
へ
表
示
す
る
計

画
の
進
捗
状
況
は
。

立
川
土
木
整
備
課
長

12
月
中

に
中
央
通
り
へ
の
進
入
交
差
点

３
か
所
に
路
面
表
示
す
る
。

丹澤　孝 議員

広域ごみ処理施設建設に関する
　　　　　　　　　　「連絡協議会」設置を

ーー地元団体等と協議し検討するーー
たんざわ　 たかし



令和４年２月１日発行　第66号

一
般
質
問

《
質
問
項
目
》

　

公
約
骨
子

①
新
し
い
地
域
経
営
に
つ
い
て

(1)　

外
部
人
材
を
活
用
し
た
ク

リ
ー
ン
な
行
政
運
営

(2)　

民
間
の
経
営
能
力
を
活
用
し

て
収
益
性
を
確
保

②
教
育
・
子
育
て
に
つ
い
て

(1)　

し
ゃ
べ
れ
る
英
語
教
育

(2)　

地
域
愛
を
醸
成
す
る
地
域
学

③
医
療
・
介
護
に
つ
い
て

(1)　

市
川
三
郷
病
院
の
建
替
え

(2)　

介
護
人
材
の
確
保
育
成
支
援

④
経
済
・
産
業
に
つ
い
て

(1)　

六
郷
イ
ン
タ
ー
周
辺
に
野
菜

工
場
を
誘
致
し
開
発

(2)　

和
紙
、
は
ん
こ
、
花
火
な
ど

を
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

⑤
防
災
・
安
全
に
つ
い
て

(1)　

豪
雨
災
害
を
防
ぐ
施
策
推
進

(2)　

安
全
安
心
の
た
め
の
交
番
な

ど
の
存
続

⑥
交
通
・
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て

(1)　

通
学
路
の
安
全
確
保

(2)　

交
流
拡
大
の
た
め
の
道
路
整

備 
 

⑦
住
ま
い
方
に
つ
い
て

(1)　

地
域
愛
を
育
み
地
域
活
性
向

上
の
た
め
、
お
祭
り
の
存
続
継

承
(2)　

Ｐ
Ｆ
Ｉ（
民
間
資
金
と
経
営

能
力
活
用
）
に
よ
る
町
営
住
宅

建
設

《
質
疑
概
要
》

問　

市
川
三
郷
病
院
の
建
替
え

に
あ
た
っ
て
は
、
ど
の
様
な
経

営
形
態
を
想
定
す
る
の
か
。

町
長　

最
適
な
事
業
形
態
実
現

に
向
け
て
、
峡
南
医
療
セ
ン

タ
ー
企
業
団
に
対
し
、
公
約
推

進
の
た
め
取
組
ん
で
行
く
。

問　

病
院
の
建
替
え
は
ど
の
様

な
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
実

施
す
る
の
か
。

町
長　

任
期
中
に
方
向
性
を
示

せ
る
よ
う
努
力
す
る
。

問　

六
郷
Ｉ
Ｃ
付
近
に
野
菜
工

場
を
誘
致
す
る
と
し
て
い
る

が
、
目
標
時
期
は
。

町
長　

今
後
の
政
策
と
し
て
反

映
し
、
そ
の
時
点
で
議
論
し
て

い
く
。

問　

豪
雨
災
害
を
防
ぐ
た
め
、

六
郷
地
区
の
中
心
を
流
れ
る
山

田
川
は
、
毎
年
近
所
の
住
民
の

方
々
が
総
出
で
河
川
の
清
掃
管

理
を
し
て
い
る
が
、
土
砂
浚
渫

工
事
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
山

田
川
の
土
砂
浚
渫
工
事
の
施
工

計
画
は
。

町
長　

国
土
強
靭
化
施
策
は
、

国
の
補
助
事
業
で
あ
る
の
で
、

そ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
対
策
を
講

じ
て
い
く
。

問　

三
珠
地
区
の
大
塚
田
ん
ぼ

は
、
豪
雨
時
に
は
排
水
機
能
が

間
に
合
わ
ず
、
田
ん
ぼ
一
面
が

水
没
す
る
状
態
で
あ
る
。
水
位

が
引
く
の
は
数
日
間
を
要
し
、

こ
の
間
は
何
も
出
来
な
い
。
毎

年
の
被
災
だ
が
対
策
は
。

町
長　

防
災
・
減
災
の
た
め
、

緊
急
対
策
と
し
て
上
野
排
水
機

場
、
下
大
鳥
居
、
大
塚
の
順
に
、

事
業
が
進
む
こ
と
と
認
識
し
て

い
る
。

問　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
住
宅
建
設
事
業
を

公
約
に
掲
げ
て
い
る
が
、
現
在

町
が
進
め
て
い
る
定
住
促
進
住

宅
建
設
の
計
画
の
進
捗
状
況

は
。

井
上
政
策
秘
書
課
長　

民
間
資

金
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
に

よ
り
、
新
婚
・
子
育
て
世
代
を

主
軸
と
し
た
６
階
・
約
40
戸
規

模
の
若
者
世
帯
向
け
定
住
促
進

住
宅
（
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
）

を
大
塚
地
区
（
甲
斐
上
野
駅
そ

ば
）
に
建
設
す
る
計
画
を
進
め

て
き
た
。

　

８
月
よ
り
鋼
材
、
木
材
、
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
高
騰
し
建
設

費
が
当
初
よ
り
３
億
円
ほ
ど
高

く
な
り
、
町
負
担
ゼ
ロ
の
達
成

が
困
難
と
な
る
見
込
み
の
た

め
、当
面
建
設
を
凍
結
と
す
る
。

10

小川　好一 議員

選挙公約に掲げた14項目を
　　どの様に実行していくのか
ーー公約実現に向けて
　　　　　一つひとつ取組んで行くーー

お がわ　 よしかず

いちかわみさと議会だより11

一
般
質
問

《
質
問
項
目
》

１
、
町
民
に
寄
り
添
っ
た
便

利
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い

て
２
、
防
災
対
策
の
強
化
に
つ

い
て

《
質
疑
概
要
》

問　

２
０
１
８
年
に
各
種
手
続

き
等
の
情
報
を
ま
と
め
た
「
暮

ら
し
の
便
利
帳
」
を
官
民
連
携

事
業
（
町
の
財
政
負
担
が
な
い
）

で
全
戸
配
布
し
て
い
る
が
、
新

し
い
冊
子
の
計
画
は
。

町
長　

民
間
事
業
者
と
の
協
働

で
広
告
業
者
等
を
募
集
。
民
間

主
導
の
作
成
で
あ
る
た
め
、
有

効
な
手
段
に
お
け
る
情
報
発
信

を
検
討
し
て
い
く
。

問　

知
っ
て
得
す
る
町
の
支
援

策
（
申
請
に
よ
る
補
助
金
）
一

覧
表
の
作
成
は
。

一
瀬
総
務
課
長　

広
報
誌
を
利

用
し
て
一
覧
に
ま
と
め
周
知
し

て
い
き
た
い
。

問

残
さ
れ
た
人
が
困
ら
な
い

た
め
に
自
分
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
書
き
残
す
「
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
の
冊
子
発

行
は
。

総
務
課
長　

官
民
連
携
の
申
し

出
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

問

国
の
防
災
基
本
計
画
に

は
＊
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整

備
を
自
治
体
に
要
請
し
て
い
る

が
、
町
の
計
画
は
。

町
長　

災
害
時
に
日
常
に
近
い

ト
イ
レ
環
境
が
確
保
で
き
る
反

面
、
地
震
災
害
で
下
水
道
が
破

損
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
設
置
も
視
野
に

取
組
む
が
、
自
助
の
観
点
か
ら

簡
易
ト
イ
レ
や
携
帯
ト
イ
レ
を

各
自
で
備
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

問　

下
水
道
の
耐
震
化
状
況

は
。

丹
沢
生
活
環
境
課
長　

耐
震
化

率
は
75
％
。
主
要
な
避
難
所
等

の
下
水
道
に
は
優
先
し
て
耐
震

化
工
事
を
行
な
う
な
ど
、
公
共

下
水
道
総
合
地
震
対
策
計
画
を

も
と
に
耐
震
化
事
業
に
取
組
ん

で
い
る
。

問

＊
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の

導
入
は
。

林
防
災
課
長　

災
害
時
だ
け
で

な
く
普
段
に
も
使
え
る
有
効
な

も
の
で
あ
り
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
等
も
検
討
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

災
害
備
蓄
品
管
理
体
制
の

現
状
と
改
善
策
は
。

ま
た
、
食
品
ロ
ス
の
観
点
か

ら
も
無
駄
に
し
な
い
改
善
策
は
。

防
災
課
長　

管
理
面
の
不
備
か

ら
期
限
切
れ
と
な
る
備
蓄
品
も

あ
っ
た
。

　

町
内
43
ヵ
所
の
備
蓄
倉
庫
に

保
管
し
て
あ
る
現
物
と
管
理

デ
ー
タ
と
が
一
致
し
て
い
る
か

確
認
し
、
賞
味
期
限
の
日
付
を

揃
え
て
保
管
す
る
な
ど
見
え
る

化
し
て
い
き
た
い
。

　

自
助
の
備
蓄
強
化
の
周
知
、

啓
発
で
町
の
備
蓄
は
最
小
限
に

し
て
い
く
。

問

液
体
ミ
ル
ク
は
賞
味
期
限

が
１
年
と
短
い
が
活
用
方
法
は
。

望
月
い
き
い
き
健
康
課
長　

乳

児
検
診
や
、
各
種
健
康
教
室
等

で
配
布
し
た
い
。

問　

防
災
意
識
向
上
の
た
め
自

助
強
化
の
周
知
は
。

防
災
課
長　

携
帯
ト
イ
レ
の
備

蓄
も
含
め
、町
の
広
報
誌
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
講
座
等
で
周

知
す
る
。
避
難
所
開
設
の
際
に

は
、
備
蓄
品
の
持
参
を
防
災
無

線
で
呼
び
か
け
る
。

　齋藤　美佐 議員

災害対策としてマンホールトイレ・
　　　　　　　　トイレトレーラーの導入は

ーー設置を視野に取組むーー
さいとう　　 み   さ

＊
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

下
水
道
管
路
に
あ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
の
上
に

簡
易
な
便
座
や
パ
ネ
ル
を
設
け
、
災
害
時

に
お
い
て
ト
イ
レ
機
能
を
確
保
す
る
も

の
。

＊
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー

災
害
時
の
利
用
を
想
定
し
て
設
計
さ
れ
た

移
動
設
置
型
水
洗
ト
イ
レ
。
洋
式
便
座
を

設
置
し
た
個
室
を
４
室
整
備
。
大
規
模
災

害
時
に
は
、
所
有
自
治
体
か
ら
被
災
地
へ

支
援
に
か
け
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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令
和
２
年
度
決
算
認
定
１
件
、
規
約
の

制
定
１
件
及
び
令
和
３
年
度
補
正
予
算
１

件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
・

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
町
の
小
川
好
一
議
員
が
議
長

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

専
決
処
分
案
件
１
件
、
条
例
の
一
部
改

正
１
件
、
人
事
案
件
１
件
で
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
認
定
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 
 

　
（
報
告　

小
川　

好
一
）

峡
南
衛
生
組
合

第
２
回
定
例
会　

10
月
14
日

第
１
回
臨
時
会　

11
月
30
日

　

令
和
２
年
度
決
算
認
定
２
件
及
び
令
和
３
年

度
補
正
予
算
２
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

認
定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（報

告　

髙
尾　
　

貫
）

一般会計

歳　　　入 5 億 2179 万円

歳　　　出 4 億 9404 万円

差し引き額 2775 万円

本町の負担金 2.3% 1201 万円

 

後期高齢者医療特別会計

歳　　　入 1038 億 4491 万円

歳　　　出 1015 億　270 万円

差し引き額 23 億 4221 万円

本町の負担金 0.04% 4 億　690 万円

令和２年度　決算

一般会計

歳　　　入 1 億 7823 万円

　　（分担金及び負担金）

歳　　　出 1 億　880 万円

　　（総務費及び建設事業費と広域ごみ処理施設

　　 整備作成業務委託料など）

差し引き額 6943 万円

本町の負担金　　5.3% 906 万円

令和２年度　決算

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

第
２
回
定
例
会　

10
月
25
日

　

令
和
３
年
度
補
正
予
算
専
決
処
分
１
件
及
び
補
正
予
算
議
案

１
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
医
療
機
関
設

備
整
備
事
業
の
た
め
、
４
９
５
０
万
円
増
額
す
る
も
の
な
ど
。

（
報
告　

丹
澤　
　

孝
）

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団

第
３
回
定
例
会　

11
月
24
日

　

令
和
２
年
度
決
算
認
定
１
件

及
び
規
約
の
改
正
１
件
で
、
原

案
ど
お
り
認
定
・
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

（
報
告　

丹
澤　
　

孝
）

山
梨
西
部
広
域
環
境
組
合

第
２
回
定
例
会　

10
月
28
日

一般会計

歳　　　入 ５億 3003 万円

歳　　　出 ５億 　98 万円

差し引き額 2905 万円

本町の負担金　　11.4% 4976 万円

令和２年度　決算

令和４年２月１日発行　第66号 12

組合議会の報告組合議会の報告
　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
、
し
尿
処
理
事

業
特
別
会
計
及
び
火
葬
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
３
件
、
人
事
案
件
１
件

で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
認
定
・
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

 （
報
告　

齋
藤　

美
佐
） 

三
郡
衛
生
組
合

第
２
回
定
例
会　

11
月
２
日

　

令
和
３
年
度
補
正
予
算
２
件
、
令
和
２
年
度

決
算
認
定
３
件
及
び
人
事
案
件
で
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

情
報
セ
ン
タ
ー
慈
生
園
常
任
委
員
会
委
員
長

に
本
町
の
松
野
清
貴
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
報
告　

松
野　

清
貴
）

峡
南
広
域
行
政
組
合

第
２
回
定
例
会　

10
月
15
日

一般会計 

歳　　　入 2660 万円

歳　　　出 2487 万円

差し引き額 173 万円

本町の負担金　　16.5% 400 万円

し尿処理事業特別会計

歳　　　入 ２億 6932 万円

歳　　　出 ２億 5857 万円

差し引き額 1075 万円

本町の負担金　　16.2% 3976 万円

火葬事業特別会計

歳　　　入 １億 9722 万円

歳　　　出 １億 8139 万円

差し引き額 1583 万円

本町の負担金　　12.1% 1947 万円

一般会計     

歳　　　入 18 億 2132 万円

歳　　　出 17 億 7378 万円

差し引き額 4754 万円

本町の負担金 26.7% 3 億 8004 万円

介護保険特別会計

歳　　　入 2 億 1317 万円

歳　　　出 2 億　 10 万円

差し引き額 1307 万円

峡南ふるさと市町村圏特別会計

歳　　　入 876 万円

歳　　　出 864 万円

差し引き額 12 万円

令和２年度　決算

　

令
和
３
年
度
補
正
予
算
２
件
及
び
令
和
２

年
度
決
算
認
定
６
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
報
告　

小
川　

好
一
） 

 
 

 
 

 
 

 

中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組
合

９
月
定
例
会　

10
月
４
日

（万円未満は四捨五入）

令和２年度　決算

一般会計
歳　　　入 5897 万円
歳　　　出 5572 万円
差し引き額 325 万円
本町の負担金　　7.9% 404 万円
ごみ処理事業特別会計
歳　　　入 16 億 1430 万円
歳　　　出 15 億 5841 万円
差し引き額 5589 万円
本町の負担金　　8.3% 8680 万円
地区公民館事業特別会計
歳　　　入 970 万円
歳　　　出 916 万円
差し引き額 54 万円
本町の負担金　　7.9% 71 万円
老人福祉事業特別会計
歳　　　入 3290 万円
歳　　　出 3064 万円
差し引き額 226 万円
本町の負担金　　7.9% 225 万円

勤労青年センター事業特別会計
歳　　　入 5146 万円
歳　　　出 4763 万円
差し引き額 383 万円
本町の負担金　　11.3% 489 万円
し尿処理事業特別会計
歳　　　入 2 億 4712 万円
歳　　　出 2 億 4174 万円
差し引き額 538 万円

（本町の負担金対象外）

令和２年度　決算

■
組
合
事
業

　
　

４
つ
の
所
属
に
分
か
れ
て
活
動

　
　

①
事
務
局
総
務
課

　
　

②
消
防
本
部

　
　

③
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

④
老
人
ホ
ー
ム
（
慈
生
園
）

■
常
任
委
員
会
構
成

　
　

・
総
務
消
防
常
任
委
員
会

　
　

・
情
報
セ
ン
タ
ー
慈
生
園
常
任
委
員
会



いちかわみさと議会だより

条例の制定  １件 　　結　果　　
市川三郷町官製談合事案への調査に係る第三者委員会設置条例制定 可決・賛成多数
条例の改正  １件 　　結　果
監査委員条例中改正 可決・全会一致
その他の議案   ５件 　　結　果
監査委員の選任につき同意を求める 同意・全会一致
峡南広域行政組合議会議員の選挙 可決・全会一致
中巨摩地区広域事務組合議会議員の選挙 可決・全会一致
峡南衛生組合議会議員の選挙 可決・全会一致 
峡南医療センター企業団議会議員の選挙 可決・全会一致

審議結果 第４回定例会（１２月２日～１４日）
承認　２件 　　結　果　
職員給与条例中改正 承認・全会一致
町長、教育長の給与及び旅費条例中改正 承認・全会一致
条例の制定  １件 　　結　果　　
副町長の定数を定める条例制定 可決・賛成多数
条例の改正  ５件 　　結　果
特別職報酬等審議会条例中改正 可決・全会一致
手数料条例中改正 可決・全会一致
印鑑条例中改正 可決・全会一致
国民健康保険条例中改正 可決・全会一致
国民健康保険税条例中改正 可決・全会一致
補正予算　　 １０件 　　結　果
一般会計補正予算（第7号）（第8号） 可決・全会一致
国民健康保険特別会計補正予算（第4号） 可決・全会一致
介護保険特別会計補正予算（第3号） 可決・全会一致
訪問看護ステーション西八代特別会計補正予算（第2号） 可決・全会一致
簡易水道特別会計補正予算（第3号） 可決・全会一致
公共下水道事業特別会計補正予算（第2号） 可決・全会一致
温泉事業特別会計補正予算（第1号） 可決・全会一致
後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） 可決・全会一致
峡南地域教育支援センター共同設置特別会計補正予算（第１号） 可決・全会一致
その他の議案   ３件 　　結　果
公平委員会委員の選任につき同意を求める 同意・全会一致  
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める 適任・全会一致
選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙 可決・全会一致

☆
副
町
長
の
定
数
を
定
め
る
条
例

　

制
定（

反 

対
）　

一
瀬　

正　

議
員

　

新
し
く
就
任
し
た
遠
藤
町
長
は
議

員
経
験
が
長
く
、
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク

で
き
る
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
か
ら
、
自

ら
頑
張
り
、
町
民
の
信
頼
を
取
り
戻

し
て
ほ
し
い
。

（
反 

対
）　

髙
尾　

貫　

議
員

　

町
民
の
将
来
負
担
を
少
し
で
も
軽

減
す
る
た
め
、
町
の
赤
字
状
態
が
改

善
さ
れ
る
ま
で
、
副
町
長
を
設
置
す

べ
き
で
は
な
い
。

（
賛 

成
） 

笠
井
辰
生　

議
員

　

地
方
自
治
法
に
は
「
市
町
村
に
副

市
町
村
長
を
置
く
」
と
明
記
さ
れ
て

い
る
。
副
町
長
は
そ
も
そ
も
「
適

任
」
の
「
人
材
」
を
充
て
て
設
け
る

べ
き
役
職
だ
。
第
三
者
の
視
点
で
客

観
的
に
町
の
施
策
を
行
う
必
要
が
あ

る
。

（
賛 

成
） 

有
泉　

希　

議
員

　

本
町
の
行
政
組
織
の
改
善
に
対

し
、
有
効
な
提
案
で
あ
る
。
多
様

化
す
る
業
務
へ
の
対
応
に
は
副
町

長
の
設
置
が
必
須
だ
。

（
賛
成
９
：
三
神
・
松
野
・
有
泉

　
　
　
　
　

丹
澤
・
齋
藤
・
笠
井
（辰）

　
　
　
　
　

秋
山
・
一
ノ
瀬
・
新
津
）

　

（
反
対
３
：
一
瀬
・
髙
尾
・
小
川
）

●
公
平
委
員

　

島
田　

基
樹　

氏
（
上　
　

野
）

　

伊
藤　

憲
一　

氏
（
市
川
大
門
）

　

長
田　

知
久　

氏
（
岩　
　

間
）

　
　●

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

秋
山　

聰
史　

氏
（
大　
　

塚
）

　

塩
澤　

好
光　

氏
（
葛
篭
沢
）

　

岸
本　

圀
雄　

氏
（
高　
　

田
）

　

一
瀬　
　

茂　

氏
（
市
川
大
門
）

　
　●

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員

　

遠
藤　

貞
治　

氏
（
岩　
　

間
）

　

井
上　

浩
二　

氏
（
黒　
　

沢
）

　

青
柳　

和
彦　

氏
（
市
川
大
門
）

　

丹
沢
千
代
治　

氏
（
上　
　

野
）

●
人
権
擁
護
委
員

　

望
月　

良
美　

氏
（
三　
　

帳
）

審議結果 第２回臨時会（１１月２２日）

15

討　

論

人　

事

次回定例会は令和４年３月に
予定されています。
※町のホームページから議会本会議
の会議録の閲覧ができます。検索
機能もあり便利です。ぜひご利用くだ
さい。

◆お問い合わせ
議会事務局　TEL 055-272-1108

令和４年２月１日発行　第66号 14

組合名 構成自治体
主な業務 市川三郷町

組合議会議員事務所所在地

三郡衛生組合

・市川三郷町
・南アルプス市
・中央市
・富士川町
・昭和町

・し尿処理業務
・火葬場
　　＊対象は、
　　　　市川・三珠地区

・一瀬 正
・三神貞雄
・齊藤美佐
・笠井辰生

南アルプス市東南湖 1080

峡南広域行政組合

・市川三郷町
・早川町　
・身延町
・南部町
・富士川町

・老人ホーム・介護
・障がい認定
・消防・情報センター

・三神貞雄
・松野清貴
・秋山豊彦

市川三郷町岩間 495

中巨摩地区広域
事務組合

・市川三郷町
・南アルプス市
・甲斐市
・中央市
・富士川町
・昭和町

・ごみ処理
　　＊対象は、
　　　　市川・三珠地区
　　 ・笠井雄一

・一ノ瀬幸人

中央市一町畑1189

峡南衛生組合
・市川三郷町
・早川町
・身延町
・南部町

・ごみ処理・し尿処理業務
・火葬場
　　＊対象は、六郷地区
　 ・小川好一

・新津千吉
身延町下田原2548

山梨県後期高齢者
医療広域連合 県下全 27 市町村

・後期高齢者医療制度運営
・髙尾　貫

甲府市蓬沢一丁目 15 番 35 号

峡南医療センター
企業団

・市川三郷町
・富士川町

●病院　　
　・市川三郷病院
　・富士川病院
●介護老人施設
　・ケアセンターいちかわ
　・サンビューふじかわ

・松野清貴
・有泉　希
・高尾　貫
・丹澤　孝
・秋山豊彦

富士川町鰍沢 340-1

山梨西部広域
環境組合

・市川三郷町
・韮崎市　・南アルプス市
・北杜市　　　・甲斐市
・中央市　　　・早川町
・身延町　　　・南部町
・富士川町　　・昭和町

・ごみ処理施設設置に関す
　る事務の共同処理 ・丹澤　孝

中央市藤巻2303ｰ2

広域行政事務組合の概要
令和３年12月14日 現在
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新
し
く
町
長
を
迎
え
健
全
な
町
政
と
財
政
再

建
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
た
な
副
町
長

設
置
に
賛
否
両
論
も
あ
り
ま
す
が
新
し
い
多
角

的
な
取
組
み
に
期
待
を
寄
せ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

議
会
に
お
い
て
も
条
例
等
の
内
容
を
精
査
し

住
民
の
負
託
に
応
え
職
務
に
当
た
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
各
地
で

は
下
火
に
な
り
か
け
た
矢
先
に
新
た
な
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
の
出
現
で
警
戒
感
が
増
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
新
た
な
変
異
株
が
発
生
す
る
こ
と
を
警

戒
し
マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
、
換
気
等
に
心
掛

け
普
段
の
生
活
を
取
り
戻
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
も
ご
協
力
い
た
だ

き
、
皆
様
の
健
康
を
維
持
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
記　

新
津　
　

）
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会
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報
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会
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員
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発
行
/
市
川
三
郷
町
議
会
　
責
任
者
/
議
長
　
笠
井
雄
一
　
　
　
　
　
　
編
集
/
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

今
議
会
終
了
後
、
笠
井
辰
生
議
員
よ

り
、
12
月
17
日
付
で
議
員
辞
職
願
が

議
長
あ
て
に
提
出
さ
れ
、
受
理
さ
れ

ま
し
た
。
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　山梨県（甲斐の国）では早くより、甲府の御嶽地域
等で水晶彫刻などが盛んとなり、江戸時代から数多く
の著名な篆刻家を輩出しました。明治となり、山梨県
では県立の水晶工場で技術者を養成し、甲府市周辺で
は水晶加工業や水晶印の篆刻も盛んになりました。六
郷でも優れた篆刻家が育ち、その技術を後世に伝えま
した。
　六郷では、江戸時代には農家の副業として「足袋の
岩間」と言われる程になりましたが、明治に入り機械
化による大量生産品の影響で、次第に「岩間足袋」は
姿を消しました。
　一方で足袋の行商での営業力や通信販売を活用して
印章の注文をとるようになり、大正時代には「はんこ
の町」として印章業が地場産業としての地盤を築きま
した。

六郷印章業連合組合HPより抜粋

新津　千吉　　　　　　◎小川　好一　　　　　齋藤　美佐

　　　　　一ノ瀬幸人　　　　　○丹澤　　孝

新津　千吉　　　　　 ◎小川　好一　　　　 齋藤　美佐

　　　　　一ノ瀬幸人　　　　　○丹澤　　孝

広報編集特別委員会広報編集特別委員会

にいつ　　せんきちにいつ　 せんきち おがわ　　よしかずおがわ　 よしかず

いちのせ ゆきといちのせ ゆきと たんざわ　　たかしたんざわ　 たかし

さいとう　 み ささいとう み さ

◎委員長◎委員長 〇副委員長〇副委員長

六郷と印章業

か
さ
い
た
つ
お

JR甲斐岩間駅前

印章資料館（町地場産業
会館内）駐車場入り口に
ある巨大印「不動如山」
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